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　時系列データに対してカーネル法や深層学習などの機械学
習に基づく信号処理ならびにパターン認識を行う手法の開発
を行っています。カーネル法（ガウス過程回帰）は多変量回
帰を非線形に、また任意のデータ構造に対して拡張する一般
的な枠組みであり、数学的にも興味深い対象です。時系列デ
ータの解析にも使用されていますが、従来は単一の時系列を
対象とすることが一般的でした。これをカーネル法の特性を
維持したまま複数の同時記録系列に拡張する研究を行ってい

ます。具体的なデータとしては神経細胞の活動記録を主な対
象としています。多系列に対するカーネル法を多数のチャネ
ルから記録された LFP（細胞外電位）、あるいはスパイクソー
ティングによって得られる多数の同時記録スパイク系列に適
用することで、脳内で表現されている情報を復号することが
可能になります。これには脳の信号を読み取って計算機に意
図を伝える装置である BMI (brain-machine interface) などの応
用があります。
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　データから有益な知識を発見し、企業活動や科学研究に役立
てる技術、いわゆるデータサイエンティストの能力はどのよう
に身につくものでしょうか。統計や情報技術に関する理解はも
ちろん重要ですが、それに加えて実データに対して明確な目標
を持って解析を行う経験によって培われるものではないでしょ
うか。手塚研究室では画像や音声、神経活動などのデータを解
析するシステムの開発を行っていますが、そのような経験を通
してデータを扱う技術者としての力が身につくかと思います。


